
きた住まいる
サポートシステム
きた住まいる
サポートシステム
住宅を良好な資産として長期的に維持管理していくた

めに、設計や施工など家づくりに関する住宅履歴情報

を保管し、その情報は将来のリフォームや住み替えを

するときに活用することができます。

こんな時に住宅履歴情報が役に立ちます。

北海道建築指導センターは北海道から保管機関の指定を受け、
住まいの維持管理やリフォームを
履歴情報の長期保管で支援します。

例えば…例えば…
将来、住宅を売る時に
性能の良さを
アピールしたい

手狭になったから
2階を増築したいけど
耐震性が不安

きた住まいるサポートシステムサイト　https://support.kita-smile.jp/

住宅履歴保管住宅履歴保管

新規住宅履歴保管料
（新築住宅・既存住宅）

30 年

　 11,000 円
住宅履歴延長保管料

　　　　33,000 円

10 年

保管手数料（令和 7 年 4 月現在） （消費税 10％込）

16,500 円

センター
マスコットキャラクター

ハウリー

20 年



お問い合わせ先： 一般財団法人 北海道建築指導センター　企画総務部企画総務課
札幌市中央区北3条西3丁目1番地　札幌北三条ビル8階　℡011-241-1893

① 最初の保管期間は 30 年の長期保管で、さらに延長保管できる
②長期優良住宅の住宅情報記録に対応

③住宅ラベリングシートで、住宅性能や特長が一目でわかる
④保管された情報はいつでも閲覧でき、将来のリフォームや住み替えをする際に活用できる
⑤第三者機関（（一財）北海道建築指導センター）に保管されるから安心

住宅ラベリングシートにより、
住宅性能の「見える化」で安心※

建てた
人は

我が家の基本性能や特長を、
住宅ラベリングシートにより確
認できます。

これから
建てる
人は

住宅ラベリングシートの一部は、
きた住まいるメンバーの実績と
して Web で閲覧することがで
き、住宅事業者選びの参考にで
きます。

住宅履歴の保管で、
リフォームや住み替えに活用
きた住まいるサポートシステムにより、設計や施工など家づくりに関する住
宅履歴情報が保管されます。保管された情報はいつでも閲覧することが
でき、将来のリフォームや住み替えをする際に活用することができます。

55きた住まいるサポートシステムによる保管の　 つのメリット55

◆北海道建築指導センターは、北海道から、住宅履歴情報の保管機関として指定を受け、お預りします。

※2017 年以前に住宅履歴情報を保管した住宅の一部は、該当しません。

家づくりの
履歴が残るから、

リフォームや住み替えの時も
便利で安心

住宅ラベリングシート

自分が建てた家の性能が
客観的に見れたり、

きた住まいるメンバーが
どんな家づくりをしているのか

わかるんだね

2025-4



※令和7年9月2日から12月12日まで公募期間となっております。





～ 環境負荷の低減に貢献!! ～ 

令和７年度 建築・住宅セミナー 
会場とオンライン（Zoom）の併用開催 

<日時> 令和 8 年２月 26 日（木） 14：30～16：30（会場受付 14:15～） 

<会場> TKP 札幌ビジネスセンター赤れんが前 カンファレンスルーム５A 

札幌市中央区北４条西６丁目１ 毎日札幌会館５階 

<対象者> 建築技術者・行政職員・道民の方々(＊会場参加は先着 100 名) 

●講師
北海道で木造化しやすい建築物とは？非住宅木造建築物の事例分析から 

道総研建築研究本部北方建築総合研究所  研究職員  高 島 将 人  氏 

構造デザインによる愛される木造空間の創造 ～ 多様な木造架構の可能性と実現 ～ 

株式会社 山脇克彦建築構造設計  代表取締役 山 脇 克 彦  氏 

●申込・参加方法 ●申込期限 令和 8 年 2 月 13 日（金）

●お問合せ先
  (一財）北海道建築指導センター 丹崎  

〒060-0003 札幌市中央区北３条西３丁目１ 札幌北三条ビル８階 ☎ 011-241-1893

●申込書  【 FAX 番号：011-232-2870 】

①会場参加

＜先着 100 名＞ 

申込フォーム又は FAX（本チラシの申込書）にてお申し込みください。 

受講証はありませんので、当日は、直接会場へお越しください。 

②オンライン参加

＜先着 100 名＞ 

申込フォームからお申し込みください。 

開催日の３日前を目途に参加 ID、PW 並びに資料を申込代表者の 

メールにご案内しますので当日は、各自ご視聴願います。 

会  社  名 氏名(複数名記載可) 
参加方法(○印を記入ください) 

連絡先（複数名申込の場合は代表者） 
会場 オンライン 

TEL： 

FAX： 

MAIL： 

【建築士会CPDプログラム認定講習会・（公社）日本建築家協会CPD認定講習会】
CPD単位認定は会場参加者限定となります 

主催  一般財団法人 北海道建築指導センター 
協力  地方独立行政法人 北海道立総合研究機構建築研究本部 

後援  一般社団法人 北海道建築士会、一般社団法人 北海道建築士事務所協会、一般社団法人 北海道建築技術協会 

参加 

無料 

申込フォーム
（こちらをクリック） 

木材は再生可能な資源であり、ＳＤＧs の達成や脱炭素社会の実現にも貢献するものです。この木材利用を進める観点

から、近年、木造建築物の普及・促進に向けた取り組みがなされています。 

北海道において木造化を進める上で、技術・コストの面で無理なく取り組める建築物の範囲を示すことが重要です。高島氏

の講演では、北海道で実現・普及しやすい木造建築物を、事例分析を通じて検討した研究について報告していただきます。 

一方、木造化の推進は、今までにない新しい建築空間を創出する可能性が大きく広がります。山脇氏の講演では、さまざま

な建築構造の設計監理の実績をもとに、木造軸組の構造デザイン、木造在来軸組構法による空間表現、構造デザインの楽

しさを表現した木造架構など数々の建築物を設計・構造の観点からご紹介いただきます。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfjhIZzbs2E8qvYpDnHyb-Ia8uVo4PpRwWADeeDS9vbrK4NfA/viewform?usp=publish-editor
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfjhIZzbs2E8qvYpDnHyb-Ia8uVo4PpRwWADeeDS9vbrK4NfA/viewform?usp=publish-editor
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfjhIZzbs2E8qvYpDnHyb-Ia8uVo4PpRwWADeeDS9vbrK4NfA/viewform?usp=publish-editor
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